




( 3 )





( 5 )



( 6 )

 

高
取
焼
の
薄
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　

  

小 

山　

亘

　

高
取
焼
は
、
茶
匠
小
堀
遠
州
の
好
み

と
し
て
名
高
い
筑
前
の
国
焼
で
す
。
最

大
の
特
徴
は
、
薄
作
り
が
現
在
に
も
伝

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
薄
作
り
が
、

高
取
焼
に
登
場
す
る
の
は
、
筑
豊
の
お

古
高
取
の
広
場

　

九
月
二
十
六
日（
金
）収
穫
祭

　

十
月
四
日（
土
）ち
ょ
っ
く
ら
ふ
れ
旅

　
　
（
秋
）（
予
定
）〜
栗
拾
い
と
里
山
散
策

　
　

と
森
の
ご
馳
走
ラ
ン
チ

　

そ
の
他
、
計
画
中
で
す
。

　

人
は
自
然
の
中
に
い
る
時
が
一
番
自

然
で
い
ら
れ
る
も
の
で
す
。
里
山
は
そ

の
自
然
が
い
っ
ぱ
い
存
在
し
て
い
る
場

所
で
す
。
一
度
遊
び
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
松
登
志
子

　

五
月
十
六
日
（
金
）
、
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
に
協
議
会

が
発
足
し
人
の
手
が
入
る
よ
う
に
な
り

里
山
が
そ
れ
に
応
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
古
高
取
を
伝
え
る
会
」
は
発
足
当
初

か
ら
会
員
に
な
り
相
互
に
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　
【
年
間
計
画
】

　

六
月
二
十
日（
金
）あ
じ
さ
い
祭
り

　

八
月
二
十
日（
水
）ち
ょ
っ
く
ら
ふ
れ
旅

　
　
（
夏
） 

〜
マ
イ
茶
碗
作
り
・
ソ
ー
メ
ン

　
　

流
し
・
川
遊
び

●
金
剛
山
も
と
ど
り
保
全
協
議
会
だ
よ
り

民間版官兵衛プロジェクト
で作ったパンフレット

　

母
里
太
兵
衛
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
市

内
公
共
施
設
等
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
是
非
、
手
に
取
っ
て
見
て
下
さ
い
。

　

福
岡
藩
の
御
用
窯
「
高
取
焼
発
祥
の

地
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

直
方
が
五
十
二
万
石
福
岡
藩
の
支
藩

（
直
方
藩
）
と
し
て
百
年
続
い
た
城
下

町
で
あ
っ
た
こ
と
を
興
味
深
く
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
松
登
志
子

　

平
成
二
十
六
年
二
月
よ
り
発
足
。
黒

田
家
ゆ
か
り
の
「
直
方
」
母
里
太
兵
衛

（
鷹
取
城
主
）
で
地
域
観
光
地
作
り
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
も
発
足
当
初
か
ら
参
加
さ
せ
て

頂
き
、
歴
史
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
作

り
、
配
布
（
活
用
方
法
）
。
現
在
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
と
づ
い
て
ガ
イ
ド
コ

ー
ス
を
作
成
中
で
す
。

●
民
間
版
官
兵
衛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〈
平
成
二
十
六
年
二
月
〜
二
十
七
年
三
月
〉

「
子
供
焼
物
教
室 

第
一
回
」

〈
平
成
二
十
六
年
六
月
十
日(

火)

〉

 

場
所
： 

感
田
小
学
校

「
鞍
手
幼
稚
園 

保
護
者
会
」

〈
平
成
二
十
六
年
六
月
七
日(

土)

〉

 

場
所
： 

鞍
手
幼
稚
園

活
動
の
記
録

　

今
年
度
も
市
内
十
一
の
小
学
校
六
年

生
を
対
象
に
し
た
焼
物
教
室
と
地
域
対

象
の
焼
物
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
方
で
ご
協
力
し
て
下
さ
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～

　

焼
物
教
室
の
様
子
を
少
し
だ
け
紹
介

致
し
ま
す
。

●
焼
物
教
室
部
会






